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　　 深谷市立榛沢小学校長　横田　茂男　

   明けましておめでとうございます。大きな事故もなく子供たちは元気に３学期を迎えることができました。
これもひとえに地域の皆様・保護者の皆様のご支援のおかげと心より感謝申し上げます。本年もどうぞよ
ろしくお願いいたします。
   昨年は、コロナ禍で、学校の教育活動は大きな制約を受けてきましたが、集会活動等は例年に近い形
で実施できるようになってきています。ところで、早ければ１月７日にも、首都圏の一都３県を対象に緊急
事態宣言が発出されるとの報道があります。小中高の一斉休校は検討されていないようですが学校教育
への影響は多少なりとも想定されます。関係機関との連携を密に行うとともに、皆様への確実な情報提供
を心掛けてまいりたいと存じます。
　 さて、今年は丑年です。丑は中国で生まれた漢字で、芽が種子の中で伸びることができない状態を表し
ているそうです。覚えやすくするため後に牛の意味が与えられました。牛は古くから食牛や乳牛、耕牛とし
て、酪農や農業で人々を助けてくれる存在として重要な生き物とされてきました。大変な農業を地道に最
後まで手伝ってくれる様子から、「耐える」や「発展の前振れ」を表す年になると言われています。
   まだまだ、コロナに耐える日々が続きますが、コロナを克服し希望いっぱいの一年にするため前を向い
て歩んで参りたいと存じます。皆様のご理解ご協力をよろしくお願いいたします。

学校教育目標 ふるさとを愛し、自己の夢の実現に向けて努力する児童の育成
目指す児童像 進んで勉強する子　思いやりのある子　体をきたえる子

　　　　　　　　　　　　新春のお慶びを申し上げます
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プロバスケットボールチーム｢さいたまブロンコス｣の選手２名に、

４･５年生がバスケットボールの基本を教えていただきました。

子供たちからのリクエストを受け、ダンクシュートやロングシュー

トも見せて頂きました。バスケットボールがより身近に感じられる

ようになりました。

バスケットボール 5年生VS教員 14日

防犯キャンペーン １年 ８日

12月の行事から

さいたまブロンコス来校 ４・５年 ８日

深谷警察署・榛沢駐在所から４名に来校いただき、改めて「イカ

のおすし」の大切さをご指導いただきました。｢イカのおすし｣とは

「いかない、のらない、おおきなこえをだす、すぐにげる、しらせる」

のかしら文字をとった防犯標語です。子供たちの見守りへのご協

力をよろしくお願いいたします。

国内で10番目に世界遺産登録された日光東照宮では、「想像

の像」「三猿」「眠り猫」をはじめとした美しい彫刻や建造物を見学

しました。その後、日光江戸村でグループで活動し、名奉行と言わ

れる大岡越前守の人情裁きなどを楽しみました。思い出、お土産

などを子供たちは持ち帰りました。

毎年５年生が本郷小と行っている親善バスケットボール大会が

中止となったため、代替として教員チームと試合を行いました。

真剣勝負の戦いが繰り広げられました。５年生の持久力や巧み

なパス回しに翻弄される教員も少なくありませんでした。体育館に

は大きな歓声が響き渡りました。

修学旅行(日帰り) ６年 10日


